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令和 2 年 5 月 29 日 

筑波大学 

 

 

新型コロナウイルス感染症に対応した令和 3 年度一般選抜における 

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」評価方法の見直しについて 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、本学の令和 3 年度一般選抜における「主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（以下、主体性等という。）」評価方法につい

て、一部変更することとしましたので、お知らせします。 

 今回の変更は、現時点（5 月 29 日）のものであり、今後の新型コロナウイルス感染症

に関わる国内状況等から、さらなる変更が生じた場合は、できるだけすみやかに公表し

ます。 

 

１．変更点 

令和 3 年度一般選抜（個別学力検査等前期日程及び後期日程）における調査書を用い

た主体性等評価を見送ります。このため、調査書の配点を除いた総点で選抜します。 

なお、令和 4 年度以降の一般選抜における調査書を用いた主体性等評価方法について

は、今後の高等学校等の状況を踏まえつつ検討します。 

 

２．変更理由 

本学では、調査書を用いた主体性等評価において「通常の学びを重視する」ことを評

価方針としていましたが、現在その通常の学習や活動に大きな制限がかかっています。 

今後、制限が緩和されたとしても、学習の遅れを取り戻すために様々な活動が制限さ

れることや、その影響の程度が地域、学校、個人によって差が出ることが考えられます。

さらに、評価項目「賞・資格等」の対象としている科学オリンピックや校長会主催の検

定試験が今年度は中止されることも予想されます。 

これらのことを考えると、今年度実施の一般選抜において調査書を用いた主体性等評

価を方針どおりに実施することは適切ではないと判断しました。  



2 
 

３．調査書を用いた主体性等評価を見送る選抜（参考） 

 

前期日程（総合選抜） 文系、理系Ⅰ、理系Ⅱ、理系Ⅲ 

前期日程（学類・専門学群選抜） 

人文・文化学群（人文学類、比較文化学類） 
社会・国際学群（社会学類、国際総合学類） 
生命環境学群（生物学類、生物資源学類、地球学類） 
理工学群（数学類、物理学類、化学類、応用理工学類、 
          工学システム学類、社会工学類） 
情報学群（情報科学類、情報メディア創成学類） 
医学群（看護学類） 
体育専門学群 

後期日程 理工学群（物理学類、社会工学類） 

 

 

 

 

 

 

（留意いただきたい点） 

 

・本学では、出願書類の一つとして調査書の提出を求めますが、上で述べたとおり、令

和 3 年度一般選抜において調査書の点数化はしません。 

 

・本学の入学者選抜の詳細については「学生募集要項」を確認してください。 

 

・調査書の様式や記載方法については、文部科学省が決定する「令和 3 年度大学入学者

選抜実施要項」を確認してください。 


